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指導主事が考える「生成AIを活用した授業づくりのポイントと留意点」

ファクトチェックの
習慣化

・AIのハルシネーション

（嘘）を前提とする。

・「教科書や資料集」を最終

確認の拠り所にする。

情報モラルの育成
（人間中心）

・AIの回答を鵜呑みにしない。
・最終的な決定権と責任は「自分」
にあることを指導。

教員は
ファシリテーターに

・「正解を教える存在」から「AIと
の対話を深めさせる伴走者」へ。

・声かけ例
「その変更、すごくいいね」
「どうしてそうしたの？」

⒠ Notebook⒠



Google Classroomでダウンロード可能





【授業例】

まずは自分で「製作図」を作成 班で共有して、改善・修正

【自己変容】【主体的な思考】 【対話的な深い学び】

Notebookル

M

題 材 名 ： 身の回りの問題を解決しよう」（A 材料と加工の技術）

本時の目標 ： 設定した課題をもとにCADソフトを用い構想を具体化することができる。

ブラッシュアップ・振り返り



【授業例】

AIによるセルフ点検

【自己変容】
【主体的な思考】 【対話的な深い学び】

※最初からAIに作らせない！
Notebookル
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題 材 名 ： 身の回りの問題を解決しよう」（A 材料と加工の技術）

本時の目標 ： 設定した課題をもとにCADソフトを用い構想を具体化することができる。

ブラッシュアップ・振り返りまずは自分で「製作図」を作成



なぜ、「生成ＡＩ」なのか？

【従来】教師一人での見取りの限界

・クラス全員分のワークシートを同時に確認するのは困難

・フィードバックに時間がかかる

【AI活用】個別最適な学習空間の創出

・全員に「専属の設計アドバイザー」がつく

・即時フィードバック により、その場で思考を深める
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【授業例】子供たちが入力する「点検プロンプト」の工夫

【役割】
あなたは有能な「設計士」です。

【指示】
作成した製作図について、デザイン、強度、構
造についてどうか？
中学生が分かる言葉でアドバイスをください。

【厳守事項/制限】
※ただし、答えを教えないでください。
※ヒントをください。

改善したこと、その理由を書こう

生徒が、ワークシートに自分の言葉で記述
できるようにする。

Notebook
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ワークシート



ICTの効果的な活用について
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